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	高移動度ヌクレオソーム結合ドメイン2（HMGN2）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質はヌクレオソームDNAに結合し、転写活性のあるクロマチンと関連している。類似のタンパク質であるHMGN1と共に、このタンパク質は転写遺伝子周辺のオープンクロマチン構造の維持に寄与する可能性がある。また、このタンパク質は細菌、ウイルス、真菌に対する抗菌活性も有することが分かっている。[RefSeq提供、2014年10月]、機能：ヌクレオソームDNAの内側に結合し、DNAとヒストン八量体との相互作用を変化させる。転写遺伝子を独特のクロマチン構造に維持するプロセスに関与している可能性がある。,質量分析: PubMed:10739259,PTM:リン酸化は細胞質局在を促進する。,類似性:HMGNファミリーに属する。,細胞内局在:リン酸化により細胞質が濃縮される。,
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	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

